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府大教役員が大阪公立大学の状況と 

今後の方針について理事長と会見しました 
  

 

2023 年 7 月 25 日、大阪府大学教職員組合（以下、府大教）は、大阪公立大学の状況と今

後の方針について、福島理事長の考えをお聞きするため理事長会見を行いました。会見は、

法人から福島理事長、辰巳砂副理事長、酒井理事、東山理事、櫻木理事、高橋理事、市橋事

務局長、羽者家部長らが出席し、府大教から岩村委員長、楠川副委員長、中村副委員長、岸

田書記長、庄村書記次長、上田書記次長が（一部オンライン）出席して行われました。 

会見では、(1)学外から就任された理事長の視点、(2)なかもずの工学新棟、森ノ宮キャン

パス（1 期）を含めたキャンパス移転などの準備について、(3)森ノ宮キャンパスの 1.5 期

について、(4)開学後の厳しい財政を踏まえた今後の十分な運営費交付金確保について、(5)

事務組織の統合と今後の見通しについて、(6)教職員の労働条件の改善について、(7)完成年

度後の再編の予定についての 7 項目について理事長の考えをお聞きしました。 

 

会見の抄録を以下に報告します。  

 

岩村委員長：本日はありがとうございます。

よろしくお願いいたします。 

 

福島理事長：本日はありがとうございます。

大学の運営について労働組合のみなさんに

は絶大なご支援とご協力をいただいており

お礼申し上げます。理事長に就任した思い

や決意をお話しし挨拶に代えさせていただ

く。大阪公立大学は 100 年以上の歴史を擁

する二つの大学が統合し去年の 4 月に開学

した。開学に当たっては前理事長はじめ辰

巳砂学長、関係者に大変ご尽力いただき感

謝申し上げる。前理事長からバトンを引き

継ぎ、大学を大阪の知の拠点として次の新

しいステージへと大きく飛躍させたい、こ

れが私の役割、ミッションではないかと思

っている。本学は日本で最大の公立大学の

規模を有しており非常に幅広い専門研究の

総合大学であり、その総合知を活かし、可

視化し、具体的な活動に落とし込み、大阪

と日本の成長と発展に貢献し、世界に輝く

大学をみなさんと一緒になって作っていき

たい。それを実現するためには 5 つほど重

点的戦略的に取り組みたいと思っている。

1 点目は、18 歳人口が減少する中、大学間

競争に勝ち残るために、教育研究の国際化

など、大学としての国際競争力を高めてい

きたい。2点目は、私たちを取り巻く環境が



激変しているので、それに伴い社会や企業

から求められる人材育成について、デジタ

ル人材、グローバル人材、高度専門人材な

どの人材育成が急務である。3 点目は女性

活躍の推進。国際化と合わせて、多様性あ

ふれる大学を作っていきたい。また、キャ

ンパスには常に学びと成長があり、受験生

やその保護者、学生、教職員のみなさんが、

ワクワク、ドキドキする、そんな大学を作

っていきたい。4 点目は本学ならではのミ

ッションである技術インキュベーション機

能の強化。昨年から学長を中心に進めてい

るイノベーションアカデミー事業について

実績も上がりつつあり、それらを中心に産

学官連携のさらなる推進を進めていきたい。

スタートアップの創出については、各セク

ションで色々やっているが、大学トータル

でのしくみを作り、大阪公立大学発のスタ

ートアップを育成・創出し、大阪における

新しい産業の創出に貢献できればと思う。

5 点目は都市シンクタンク機能の強化。行

政とよくディスカッションしながら、大学

が行政に対して政策提言できる機能を強化

していきたい。それに加え、5年間経営審議

会の学外委員をしていたが情報発信がうま

くないということで戦略的な情報発信と、

大学開学２年目だが、5 年先、10 年先に大

阪公立大学のブランド戦略構築をできるだ

け若い人の力も借りながら是非取り組んで

いきたい。大学が持続的成長をするために

自主財源の確保を含め財源の強化が大切。

これまでも外部資金の獲得に取り組んでき

ているが、今後は大学が自ら稼ぐ、そんな

マインドで一定の目標を定めてそれに挑戦

し、大学としての次の成長につなげていき

たい。理事長に就任して大学の原点は何か

と考えた場合、キャンパスではないかとい

うことで、全部のキャンパスを訪問して、

副学長、研究科長、高専の校長、職員と意見

交換した。教職員のみなさんと課題認識、

今後取り組むべき解決方法を共有でき心強

く思っているし、対話のなかでも大阪公立

大学をもっとよくしていこうと、教職員の

みなさんと共有できたことを大変うれしく

思っている。私の信条は「対話と挑戦」。今

後も学内の教職員はもとより大学外の方と

対話・意見交換をしながら、大学一丸とな

り様々なことに、明るく元気に前を向いて

挑戦していく。そして大阪で、日本で、世界

で輝く大阪公立大学を作っていきたいと思

っているので、労働組合のみなさんにおか

れましては、引き続きご支援とご協力いた

だければ大変ありがたいと思っている。 

 

福島理事長：4月のキャンパス訪問以降、多

くの先生方に教育研究をどのようにやって

いるかお聞きし、すばらしい教育研究をさ

れている方がたくさんおられるということ

で元気とエネルギーをもらった場面がたく

さんあり、意見交換では具体的な提言を多

くいただき、大阪公立大学は潜在能力があ

る大学だと改めて実感した。様々なことに

取り組むことにより、5 年後に日本でトッ

プ大学になれる可能性があるという確信を

した。ただし強いて言うなら、一部、大学は

内向き。大阪公立大学が昨年 4月に開学し、

現在、大阪府市や経済界、また国からも期

待されている。その期待に応えるためにも、

もっと社会のみなさんと呼吸をする、社会

に開かれた大学を作っていかなければいけ

ない。また、テーマによっては大学全体最

適で取り組んでいく、これがまだまだ十分

ではない。大学の性格上、戦略的にとか重

点的にという事は、あまり得手でないと感

じ、来年の事業計画については、今後の成

長に向けて大学全体としての戦略的テーマ

での取り組みについてメッセージが出せれ

ばと。足元の課題もたくさんあるので先を

見ながら一つずつ、現場の教職員のみなさ

んのご意見も聞きながら、解決していきた

い。授業料の所得制限をはずすことは大阪

府が決めたことであり、大阪の優秀な学生

に多く受験して入学していただければと思

うし、併せて正式決定した段階では受験生

や保護者に対し、大学としての様々な魅力・

強味を周知徹底していきたい。労働組合に

ついては大学の経営のパートナーだと思っ

ている。大学に限らず、民間企業でも役所



でもなかなか現場の細かいことは気付かな

いことがたくさんあるので、現場の困って

いること、課題をぜひ提起していただき、

かつ前向きに建設的な提案をいただき、大

学と立場は違うが志は一緒なので力を合わ

せ課題を解決していきたい。すぐできる課

題もあれば、予算や時間をかけないとでき

ないなど、色々あると思うが、一緒にやっ

ていきたいので、引き続きご支援ご協力を

お願いしたい。 

 

酒井理事：なかもずの工学新棟は建設が進

み立ち上がってきている。2023 年度移転と

いうことで 6 月に移転業者が落札・決定し

ており、現在受託者による現地調査などを

含めて学内調整をしている。2023 年 10 月

から移転を実施することで予定している。

あべの新棟は 2024 年度移転で、移転業務委

託に向けて府市に対し補助金要求のための

準備を進めている。森ノ宮キャンパスの移

転の時期は 2024 年、2025 年度の業務委託

ということが必要になるので、これも府市

に対する補助金という形で移転準備の要求

をすることを進めている。2023 年 4 月に移

転準備の専属組織として、森ノ宮キャンパ

ス移転準備室を発足した。移転部局の代表

教員などが参画する森ノ宮キャンパス移転

準備会議など、今後移転及び移転後の事項

を含め検討調整を進めていく。 

森ノ宮キャンパスの 1.5 期について、整

備方針はこれからで、現在、大阪府、大阪

市、大阪メトロ、法人の 4 者で 2023 年 5 月

から 8 月にかけて実施している民間事業者

に対するマーケットサウンディングの結果

をふまえ、方針について府市が決定すると

いう流れと受け止めている。本学部分の整

備費用については 2020 年時点の概算で 1.5

期の部分に約 49 億円を見込んでいたが、マ

ーケットサウンディングの結果をふまえて

決定するので、どのような具体的な手法、

どのような整備になるのかということにつ

いて、変動が見込まれる。いずれにしても

必要な整備であるということになれば、財

源措置がされると認識している。 

運営費交付金については、府市との間では、

令和 3 年度の水準を維持するということで

約束いただいていると法人として認識して

いる。基盤的な運営経費というものは確保

されているという認識。それに加えて、大

阪国際感染症研究センターや健康長寿医科

学研究センターなど、大学に対して期待さ

れている事業があるが、それについては通

常交付金とは別に予算措置が当然されるべ

きものであり、要求している。それに加え、

都市シンクタンク機能の強化など、府市か

らの期待に応えるべき機能も整備をしてい

く必要があるので、府市との関係を一層強

化することにより、予算をしっかり確保し

ていく姿勢で臨んでいきたい。 

事務組織、業務の整理統一化について、2

大学統合のプロセスにおいて、非常に喫緊

かつ重要な課題なので継続的に鋭意取り組

んできたことであり、今後も取り組んでい

く。特に入試業務については、昨年度、部局

横断的な検討部会を設けて検討整理をし、

森ノ宮キャンパス開始時を目途に入試課で

一元的に管理する方式への移行を予定して

いる。経理業務については、経理課、教育推

進課、研究推進課などの関係課を含めて検

討整理を行い、キャンパスに縛られること

なく、財源によって分担整理をする方向で

再編を進めている。これらは 2024 年度中か

らの実施を目途に検討を進めている。その

他のところでも、業務統一ができていない、

業務が煩雑化してしまっている、多くのコ

ピーを取らなくてはいけない、ハンコを押

さなくてはいけないなどの業務の流れ方を

しているところが多くみられると認識して

いるので、新たに業務統一の標準化、効率

化をモットーにするプロジェクトチームを

立ち上げ、今後財源、人的支援を最大限活

用し、持続かつ効率的な大学運営というも

のを全学でできるような業務フローをしっ

かり点検し簡素化していきたいと考えてい

る。 

システム統合について、これは 2022 年の

新大学発足時からの課題で基盤システム、

各種のシステムを一つのシステムに統合し



てきたが、時間的な問題から、統合に向け

るすべての課題を解決できたとは考えてい

ない。暫定的な対応を余儀なくされている

と認識しており、現在各システムに対して、

さまざまな声が届いているので、それらの

意見を十分にふまえ、システムの改善をし

っかりと継続的に取り組んでいき、最適な

システムを追求するのがミッションである

と考えている。 

教職員の労働条件の改善については、社

会情勢の変動の影響を十分考慮しながら処

遇を検討する必要があると考えている。入

試手当については、入試実施体制の見直し、

予算の問題もあるので、合わせて引き続き

検討していく。事務折衝等で十分に説明す

る。 

完成年度後の再編の予定については、認

識としては、大学統合は出発点であり今後

両大学を最適化、再構築することで、社会

からの評価を高めて、国際競争力のある大

学に変えていくことが重要であると考えて

いる。そのために、大学統合を契機と捉え、

新大学の完成時にも速やかに対応できるよ

うに将来構想として、5 年先、10 年先の学

部研究科の在り方について、各部局とヒア

リングを重ねている状況である。 

 

府大教：新理事長が決まられた時に、民間

からすごい方がみえるとお伺いしていたが、

今のお話しでは突飛なところはなかったと

思うが、何か特にこれをということが現時

点でお考えがあれば、さらにお伺いしたい。 

 

福島理事長：一番大事なのは、この大学が

成長し、社会のお役に立つこと。大阪公立

大学が持っているすごいポテンシャルを、

理事長としてみなさんの背中を押す。そし

て大学が成長する。大学が成長するにはそ

の構成メンバーである教員も職員も学生も

成長していただきたいと思いますし、そう

いうことをやりたい。結果として 5 年後に

世界大学ランキング 500 位に。今は日本で

6 校しか入っていない。１＋１を 3 や 4 に

していく。そのためには今までと同じよう

なやり方はいかがかと。大学全体で考えな

いといけない。大学がこれから成長するた

めには、戦略性や重点思考がいると思って

いる。学長、研究科長、教員、職員のみなさ

ん方と一緒に取り組んでいきたい。職員も

少し縦になっている。仕事は縦だけでやれ

ない。学生もお客様。職員も横連携で大学

を成長させる、世の中から評価される大学

になる。そこには奇抜なことはない。去年

作られたビジョン 2030 を全部やっても、他

の大学と競争しているので、そこに戦略性

とか重点性が必要。前を向いてみんなでや

っていきたい。中から見たらみんな一生懸

命やっている。十分日本でトップクラスの

大学になれると確信した。でも今までと同

じやり方では難しいと思う。労働組合のみ

なさんにも前向きで建設的な提案をしてい

ただきたい。 

 

府大教：部局ごとに独立独歩という感じが

あり、横の繋がりがない。共同研究でうま

くマッチングができないのか。部局のなか

の教員は知っているが、部局が変わると何

をやっているかわからないところがある。

横を繋げるマッチング力が不足している。

各部局で外部の企業とマッチングはやれる

が、分野が変わるとうまくいかない。これ

から国際教育、国際化するとなると、特に

欧米の大学は、マッチングとかはきちっと

やっている。その部分は弱いと感じる。 

 

福島理事長：大学は総合知。大学内の学内

連携が重要。 

 

府大教：実際には研究テーマがヒットして

いる教員がいても入れない。ちゃんとマッ

チングして、こういう研究にしたいという

大枠を組めば、社会的な発信もできるので

はないか。 

 

福島理事長：これは総合知。他の大学には

ない。学内だけでなく外と、企業や行政と

連携しないといけない。 

 



櫻木理事：大事な観点。統合し、これだけ多

様な分野がある、これをしっかり繋いでい

く。全体を俯瞰して組織的にやっていく体

制を強化していくことを始めている。外部

資金にしろ、産学連携にしても、特定の分

野だけで対応できるような課題ではなくて、

総動員していかなくてはいけない。実際に

課題解決の時に大事だと思うので、大学が

組織的に異分野、部局間の融合も含めでき

るように、強化するよう動き始めている。

現状をふまえ対応する。 

 

福島理事長：府市や経済団体の方々にはう

ちの教員をもっと使ってほしいと言ってい

る。大学の目指す姿は毎日、テレビや新聞

にうちの教員・大学が掲載されていること。

都市シンクタンクでの意見交換の場でも、

どんな専門分野でどんな教員がいるかわか

らないという声もある。 

 

高橋理事：学長や部局長も言っているが、

研究者データベースが、両大学が一緒にな

って作ったが入力が十分ではなく、そこに

それぞれの業績だけでなく研究テーマとか

社会貢献などいろいろな入力項目があるが、

みなさんが入力してくれると、改めて調査

をしなくても府市にこういう教員がいる、

こういうテーマで協力できるということを

出せるが、今はそれが十分入っていないの

で、学内でアンケートを取ったりしている。

しっかり入力してもらえば色々な、同じよ

うな内容の調査はしないようにする。でき

るだけ入力してもらいそれを活用する形で

進めていきたい。 

 

府大教：何回も入力するのは労働者にとっ

て負担になる。本来業務ではない部分。不

十分でも一度入れたのであれば、聞かれた

からこうですではなく、こっちがこうと出

せないのか。 

 

辰巳砂副理事長：府大時代のデータベース

があり、その時はこっちで入れたのにまた

別の調査があるのかという話があった。統

合に向けて新しいデータベース、結合した

形については、入れてさえいただければ

色々な所に使えるようになった。もともと

市大、府大が持っていたデータベースは少

しずれがあったので、１年間は強く言わな

かったが、今は入れていただきさえすれば、

後は年度更新なので１年間の業績を入れて

いただくだけなので、さらに新しいものを

作りますからお願いしますというのはない。

部局長から部局のみなさんに伝えていただ

いて、まだ入力状況をモニターできるよう

にしている。なかなか追いついていないが、

これが充実しないことには研究力を上げら

れない。こんな研究をしている教員はどこ

にいるか検索したらすぐに出てくるように

なるのに、入力されていないのが一番頭が

痛い。毎月毎月言っていこうと思っている

ので、ぜひ教員の側からそれを広めていた

だきたい。組合にもお願いしたい。データ

ベースがしっかりしてさえいれば色々な所

で活用できるが、今はプアーな状態になっ

ていることだけご理解いただきたい。 

 

櫻木理事：データベースは部局ごとの検索

もあるが、研究分野ごとの検索もある。こ

ういう研究をしている方というのが一覧で

出てくるが、入力が不十分なために出てこ

ないことがあり、ワンストップで済むよう

にシステムを構築しているのでよろしくお

願いします。 

 

辰巳砂副理事長：そのうえで、URA を充実さ

せていく、協創マネージャー的な人を配置

し、みなさんの研究をウォッチしながらマ

ッチングを図っていく。今、部局関連担当

の学長特別補佐を設けており、いろいろな

所から進めていきたい。できるだけ教員の

みなさんの負担がないような形でうまくマ

ッチングできるような形にしたい。 

 

府大教：公立大学として置かれている大学

の状況、大阪府と大阪市が設立団体という

ことで、日本で一番大きな公立大学の基盤

となる運営交付金がどういう形で措置され



るのかというところでは、令和 3 年度の水

準と言われたが、昨今色々な生活苦が生ま

れてきている一方、格差社会のなかで、多

くの大学が講師を含め非常勤問題を抱えて

いるが、問題は人件費をどう確保するかと

いうこと。これからの新しい大学、アカデ

ミックで社会貢献し、世界的にも評価され

る大学を作るのに、令和 3 年の水準ででき

るのか。 

 

酒井理事：運営費交付金をどうみるか。設

立団体としての責務として、大学運営のセ

ーフティネットとして、しっかり機能させ

るべく人件費をつけるのは当然のことと思

っている。一方、大学統合という大きな流

れのなかで、１＋１を 2 で守ったというこ

とについては一定評価すべきだと思ってい

る。つまりセーフティネットを守った。そ

の上で理事長が言われた成長する大学をそ

のセーフテネットでどう作っていけるのか

というと、これは無理だと思っている。そ

こには投資の財源がいる。その投資の財源

は外部資金を獲得する、寄付を獲得すると

いう大学自身の成長努力、成長するための

基盤を大学としてどう作っていくかをしっ

かり考えていくべき時期だと思っている。

外部資金の間接経費のルールが文科省で変

わっているなかで、一定投資の財源をそこ

に見出すことが可能だと思っているので、

大学として全体が認識をし、新たな分野の

開拓、新たな専門性の深堀り、研究力の強

化を通じて大阪産業の競争力の強化、大阪

府民の向上につなげていく、こういうサイ

クルを回すためのベースになる財源を、大

学自身も運営費交付金だけに頼らずに自ら

稼ぐというマインドを作っていくことが重

要ではないかと考えている。 

 

府大教：日本で一番運営費交付金をもらっ

ている国立大学である東京大学は基本的に

は運営費交付金が 3 割。7 割がその他の収

入になっているが、そのうちの 3 割が外部

資金。本学もだが、外部資金は入ってきた

時点で出る所が決まっている。一昨年ぐら

いから間接経費が上乗せられたので、その

分は自由に使えるとなっているが、実際に

は研究者の裁量で、大学が自由に使えるの

はほとんどない。そうなると自主財源をど

う確保するか、具体的にどういう形で確保

するかお伺いしたい。日本では国内の企業

と国の一部の産業からでしかお金が入って

こない。特に公立大学は国から入ってくる

のは国立大学の次になる。府市から研究費

としてどれだけくるか。都市シンクタンク

機能のところは、何ができるのかと大阪府

から言われるが、予算はこれから確保して

いきたいと言われたが、どういう形で大学

にとって必要な財源を確保するのかを明確

にしていきたい。これまで運営費交付金は

いつも前年度をベースにしている。新規事

業があればお金がくるが、どこか減らされ

ている。そういうなかで、水光熱費が上が

る、人件費が上がるとなると急に予備費や

剰余金がなくなってしまう。財源的に綱渡

り。所帯が 2 大学で大きくなっている危機

感はどうか。 

 

酒井理事：危機感はすごく持っている。 

 

府大教：お話に危機感がみえない。こうや

ったらできると一度聞いたが、うまくいか

なかったらどうなるのか。 

 

酒井理事：突破するしかない。なお、光熱費

とかを何とかしろというのは筋違い。そこ

は予算の全体のなかで府市としっかり議論

する。 

 

府大教：企業経営はそういうリスクを含め

て運営しないといけなくて、大学もそうで

はないか。 

 

酒井理事：楽観視はしておらず、非常に厳

しい状況であることはおっしゃる通り。 

 

府大教：国立大学の場合は建物の予算は特

別予算で措置される。大学改革に関しては

テーマがあり、ポイントがついたらそこに



予算がつくとか、基本以外のところに結構

予算がつく。 

 

酒井理事：府市からみたら 918 億はある意

味大学に対する投資であり、それを大学が

活かし、どのようないい策を作るか期待感

を込めた額だと思う。公立大学にそこまで

の投資をするのはなかなかない。 

 

福島理事長：知恵を出しながらやってる。

大学が持続的成長をするためには、自主財

源を含めた財務基盤の構築が重要。自分で

稼ぐことも大切。お金がなければやりたい

ことはできない。 

 

府大教：昔は結構寄付金という形でもらっ

ていた記憶がある。2 大学が統合している

ので、後援会組織はしっかりしていると思

うが、そういうところを通じた企業からの

寄付とかはできないのか。クラウドファン

ディングはできるのかできないかもわから

ないし、できるならどういうやり方がある

のかなど指南してくれる人がいればいいが、

外部の人を呼んでの説明などがあってもい

い。外部資金を取りにいくのは、公的な科

研費が申請できるが、企業に話にいくのは

シビアで、夢のような話にお金をつぎ込ん

でくれるような昨今ではないので、外部資

金として、競争的でない部分も考えた方が

いいのではないか。マッチングをする人が

いないかと教員に言ってくるのは問題では

ないか。本来業務ではないので負担。文章

的に全教員に対してというのは少し違うと

思う。意思疎通がうまくいっていないと感

じる。 

 

東山理事：もともと寄付をいただくのは、

府大の時も市大の時も一生懸命やっていた

だいている。それをどういう形で統合する

か。OMU 基金という形として受け皿を作っ

ている。企業はとりわけこの間、学長を含

め教員にいろいろ回っていただき、その寄

付金をどういう形で大学に流していただけ

るかの枠組み、大阪府、大阪市、堺市に対し

てもそういう枠組みを作っていただくよう

にやっている。他の先生方も個人的なつな

がりがあるように思う。いろいろな所にア

プローチしていただきたい。大学としてそ

ういう取り組みをしてもらっている。 

 

辰巳砂副理事長：寄付は府大時代からやっ

ているが、つばさ基金ということで、大阪

府ふるさと納税制度は教員にやっていただ

きやすいのでお願いしていたが、市大は統

合した時に OMU 基金という統合版が走って

いるが、つばさ基金のものは大阪府に入れ

てくださいと。市大のゆめ基金は直接寄付。

寄付の目的はどちらも同じような場合分け

になっていて、府大時代は記述式だったが

細目に分けた形、例えばイノベーションア

カデミーを特にお願いしますと言った形で

各教授会でお願いしているが、まだ弱い。

周年授業のときほどは難しいかとは思って

いるが、学長としては、まずは大阪公立大

学校友会で呼びかけているのと、特に経営

者のみなさんに呼びかけて OMU 基金をある

程度いただいているところ。あと、大きい

のはふるさと納税の企業版が始められたと

いうところ。個人は 2,000 円で 10 万ぐらい

できるという話だが、企業版ふるさと納税

は実質負担が 1 割ぐらいで済むので 1,000

万でも実質 100 万。これは大阪府、大阪市

で単年度になっているので、何に使うか決

めてからもらう必要はあるが、ふるさとの

方を基金化していく動きをしていく必要が

あるかと思っている。個人の方は基金にな

っているので額は大きくないが使える形。

ぜひ組合員のみなさんに寄付のご協力を。 

 

府大教：言われているのは企業向けとか大

きな話だが、他の大学でもクラウドファン

ディングで個人個人に対してやるという戦

略があるはず。 

 

辰巳砂副理事長：あります。 

 

府大教：その説明はあまり教員にはきてい

ない。 



辰巳砂副理事長：まだ始めていない。 

 

福島理事長：きっかけがないとお金を出し

てくれない。森ノ宮がオープンするのでそ

ういうのをやったらどうかという議論が必

要。 

 

東山理事：広く一般にというご提案であり、

考えていく。 

 

辰巳砂副理事長：クラウドファンディング

を含めてどうやって外部資金を集めるかと

基金戦略を打ち出している。直接教職員の

みなさんに届いていないところがあるが、

これから進めていく。基金推進室があるの

で学長特別補佐が一人ついている。 

 

府大教：府民のみを対象とした授業料無償

化をするときの授業料は府市が補填する形

と考えるが、授業料を値上げ値下げするこ

とがあるときには府市の議会マターになる。

人件費も上がる、研究費のための資材費も

上がると授業料で賄うことがあるので、授

業料が少なくなるとうまく運営ができるの

か。新しいことをやると言ったときにどう

なのか。 

 

東山理事：授業料は基本的には議会を通す

ことからスタートする。無償化は府。授業

料を上げるにしても府市との調整が必要に

なってくる。 

 

府大教：府市から上げるなと言われるとそ

の分、府市から別の形で補填してもらえる

かという話になるのかならないのかという

ところ。 

 

福島理事長：私立大学は学生が来るところ

は上げている。うちも上げても来るかもし

れないが、現時点ではハードルが高い。 

 

高橋理事：国立大学全体としてもそうだが、

授業料を上げるのは難しいのは事実。実際

には学部学域によって使っているお金が違

うので、医学部や獣医はすごくかかってい

るし、実習費がかかる分については獣医で

実習費として別に徴収しているところ。 

 

福島理事長：財源を確保することは危機感

を持っている。まずは外部資金、OMU 基金を

やってみる。 

 

府大教：これまでも寄付金の話は幾度とな

く出ているがひとつも進まない。裏を返せ

ば大学の情報発信、大阪公立大学のブラン

ド化と一緒。これがうまくいけば企業から

も個人からも卒業生からも入ってくる。卒

業生から寄付をもらうということは、その

卒業生が大学のことをどう思っているかと

いうこと。大学に感謝していれば当然寄付

もするし、自分が成功すればするほど寄付

をしたいと思う。情報発信とブランド化を

だれがやっていくのか。橋下さんが初めて

知事になったときにも大阪府立大学は情報

発信ができていないと言われた。あれから

ずっと言われている。情報発信できる人材

を育てるか委託するか。 

 

東山理事：投資していかないといけない。

守りの予算、守りの財政運営をこれまでし

てきた。 

 

府大教：無駄な予算をいっぱい使っている。

将来計画をこれまで何回も丸投げで委託し

ている。 

 

福島理事長：戦略投資しないといけない。 

 

府大教：旧の府立大学、市立大学は有名人

が卒業されているが、活用できていない。

同窓会を充実するのも大事だが、それだけ

ではこれまでうまくいかなかった。 

 

辰巳砂副理事長：同窓会というのはひとつ

の応援団としてやっていくという話でこれ

からもやっていくが、基金推進室も設けた

理由は、卒業してすぐから繋ぎ止めといて

おかないといけない仕組みを考えていくよ



うなこと。どうやってお金を集めるかを多

角的にやっていきファンドレイザーを入れ

てやっていくのはもちろんあるが、ファン

ディングについては色々な意見をいただき

ながらやっていきたい。これからの大学は

18 歳の人たちは重要だが、キャリアチェン

ジの 40 代、50 代とか、60 代 70 代以上のシ

ニアとか全部大学に集まっていただくよう

な形で共創をやっていきたい。国の補助金

をまず取って、それを足掛かりにし、よい

循環を回し始めるのが私の役目。あらゆる

方策で、これから稼いでいける大学にする

ということが重要かと思っている。運営費

交付金はこれ以上下がらないようにしない

といけないが、上げていくのは中々難しい

話で、これから発展していくために教員の

人数が増やせるとすれば、外からの外部資

金を取るしかないと思っている。教職員み

なさん一丸となるしかないのでよろしくお

願いします。 

 

府大教：私学の同窓会システムは、本学の

教育課程の学部以外のクラブ同窓会を抱え

ている。そこの方が大きい。本学はあまり

把握できていない。 

 

辰巳砂副理事長：統合があり、今回は課外

クラブ、特に体育会のクラブはどうするの

かというのは OB が一緒にやるしかなかっ

た。いまはいい状態になっているが、だめ

なところもある。平均的には非常によくな

っているように思う。人間関係も OB が知恵

を出してうまくやっているところもたくさ

んある。そういうところは、ふるさと納税

を使って OB からクラブにお金を集めてい

ただいてるので、積み重ねていくのが大事。 

 

府大教：府立大学はクラブにあまり手厚く

なかった。一緒になったとき、実際にはそ

の差が大きく出ている。クラブを運営する

のに、府立大学は学生自治会と同じように

4 年分の体育会費を集めていた。市大は大

学がお金を出していた。クラブをどう組織

するかは今大きな問題。学生にとって将来

寄付してくれるかということをふまえ、ど

ういう学生生活を送ったかということ。せ

っかく寄付を一生懸命やると言われるのな

ら、学生がどういう実態なのかということ

が重要だと思う。 

 

府大教：学生に対して、森ノ宮キャンパス

の情報が発信できていない。中百舌鳥の工

学新棟の場合は工学部の学生が移動してく

る可能性があるが、情報発信ができている

のか疑問。森ノ宮の 9 月開学で、学生をそ

こで移動させるのはなぜか。負担になる。

なぜそういう戦略をとったのか。半年後の

4 月からでもいいのではないか。年度途中

でトラブルがあると教職員にも負担がかか

る。開学は 9 月でもいいが、学生がそこで

移動して講義が始まるのは疑問。 

 

東山理事：どういう形で森ノ宮キャンパス

を開けるかは、学内でいろいろ話をして最

終的にそうなった。半年ずらすと竣工から

丸々1 年あくことになる。竣工が 2025 年 2

月で引っ越しなどを含むと 4 月をまたぐの

で。管理の問題もあり、早いほうが良いと

いうことでそのタイミングと判断された。 

 

府大教：竣工が早く動かしてもらうのはい

いが、講義を別のキャンパスでやっていた

ものを半年後に動かしてまでやる必要があ

ったのか。 

 

東山理事：教員だけ森ノ宮に行って授業は

中百舌鳥と杉本でやるということか。その

選択もあったかもしれないが、みなさんが

そう思ったわけではなかったということか

と。 

 

府大教：途中でキャンパスを変えるのは学

生にとってものすごい負担。 

 

辰巳砂副理事長：今の点も含めて、議論し

つくした話。教員だけ移るというのは、そ

の教員が中百舌鳥や杉本に毎日教えにいく

となる件については、みなさんと議論した



ときにそういう話にはならなかった。 

 

府大教：学生にとっては負担。それが風評

としてあがる。信頼を取り返すのに教職員

が大変な思いをする。 

 

辰巳砂副理事長：半年で動くか 1 年で動く

かどっちにするかという話はあって、どち

らも一長一短あって、かなり議論し半年に

すると決定した。半年がいいという部局も

1 年がいいという部局もあった。個人の都

合もあった。教員だけ動いて、学生はそれ

ぞれのキャンパスにいる可能性はあったが、

現実的ではないというのがみなさんの判断。 

 

府大教：高校に行ったときにその年度に入

学する生徒からの質問としては、なぜ動か

ないといけないかというのが多いらしく、

その年度だけ受験生が減るというのが多々

ある。 

 

福島理事長：森ノ宮移転は何らかの形で情

報共有していく。学外向けの発信をポジテ

ィブな形でやっていく。これは決まったこ

となので風評がないような形での情報発信

をしていきたい。 
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